
＇ 

来
、
断
続
的
な
が
ら
も
試
掘
調

ら
製
錬
炉
が
検
出
で
き
た
。

III
①
区
は
、
丘
陵
を
段
状
に
整
地
し
て
乎
坦
面
を

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
以

鉱
石
の
選
鉱
場
と
考
え
ら
れ
る
作
業
面
(
I
I
区
）
や
、

大
切
皿
①
区
の
丘
陵
か

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
時
代

九
九
一
年
三
月

美
東
町
教
育
委
員
会

池
田
善
文

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
九

0
年
（
平
2
)

七
月

1
-

八
世
紀
初
頭

~
1
0世
紀

長
登
銅
山
跡
は
、
秋
吉
台
カ
ル
ス
ト
台
地
の
東
麓
に
位
置
し
、
約
六
O
h
a
に

と
七
カ
所
の
製
錬
跡
が
所
在
す

お
お
ぎ
り

る
。
一
九
七
二
年
に
字
大
切
の

、
、
、

か
ら
み
（
銅
滓
）
堆
積
地
か
ら
八

世
紀
の
須
恵
器
片
が
発
見
さ
れ

て
、
古
代
に
遡
る
銅
山
跡
で
あ

松
明
の
燃
え
さ
し
や
木
簡
状
木
片
．
箸
な
ど
が
出
土
し
た
。

一
九
九

0
年
度
は
、

査
を
実
施
し
て
き
た
。

仏
創
建
時
の
木
簡
や
青
銅
塊
が
出
土
し
、
こ
の
青
銅
塊
の
化
学
分
析
に
よ
っ
て
、

奈
良
の
大
仏
の
料
銅
に
長
登
銅
山
産
の
銅
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

お
お
ぎ
り

に
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
応
し
て
同
年
八
月
、
美
東
町
教
育
委
員
会
が
大
切
製
錬

遣
跡
の
試
掘
調
査
を
実
施
し
た
が
、
奈
良
期
の
作
業
面
や
多
量
の
須
恵
器
・
土

む
つ
れ

師
器
・
六
連
式
製
塩
土
器
・
炉
壁
片
な
ど
と
と
も
に
、
墨
書
土
器
「
大
家
」
を

検
出
し
た
。
「
元
応

を
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

大
切
製
錬
遺
跡
は
、
長
登
集
落
か
ら
西
に
細
長
く
入
り
込
む
大
切
谷
の
谷
頭

ha
余
り
に
及
ぶ
。
長
登
銅
山
跡
の
諸
遺
跡
中
、

最
も
西
に
位
置
す
る
製
錬
跡
で

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
大
切
製
錬
遺
跡
は
古
代
の
銅
生
産
官
街
遺
跡
で
あ
る

製
錬
に
必
要
な
耐
火
粘
土
の
採
取
坑
跡
や
緑
釉
陶
器
を
検
出
し
た
。
ま
た
、

11

、
、
、

区
か
ら
は
大
型
か
ら
み
、

m区
の
谷
筋
に
設
定
し
た
試
掘
坑
か
ら
は
、
多
量
の

J

と
が
明
確
と
な
っ
て
き
た
。

一
九
八
九
年
度
の
調
査
で
は
、
大
切
ー
区
か
ら

か
か
る
一
五
カ
所
の
採
鉱
跡
群

あ
る
。

わ
た
っ
て
八
世
紀
か
ら
昭
和
に

に
所
在
し
、

一
帯
は
緩
や
か
に
北
面
す
る
傾
斜
地
と
な
っ
て
い
て
、
広
さ
は
四

7
 
6
 
5
 

銅
製
錬
跡

八
九
年
度
か
ら
遺
跡
の
性
格
や
範
囲
を
確
認
す
る
た
め
、
本
格
的
な
発
掘
調
査

4
 
3

発
掘
機
関

2

調
査
期
間

1

所
在
地

は
官
街
な
ど
の
中
心
的
建
物
を
指
す
と
解
さ
れ
、

一
九

山
口
県
美
祢
郡
美
東
町
長
登

一
九
九

0
年
度
調
査

な
が
の
ぼ
り

山
口

•
長
登
銅
山
跡

一
九
八
八
年
、
東
大
寺
大
仏
殿
西
隣
り
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
奈
良
の
大

128 



1990年出土の木簡

第 1図 長登銅山跡発掘調査位置図

0 lm 
~ ~ 

層序説明

1 黒色腐植土

2 黄色砂質土

3 茶褐色からみ礫層

4 黒褐色灰層

5 赤黒褐色からみ礫層

6 黄褐色砂層

7 灰黒色砂層

8 灰黒色からみ礫層

129 

9 赤褐色からみ礫層

10 赤褐色砂質土層

11 黄色砂層

12 黄褐色からみ礫層

13 黄茶褐色砂層

14 青色粘土黄色砂堆積層

15 青色粘土黄色砂含硬質からみ層

16 赤褐色硬質からみ層

17 灰黒色粘質土砂含硬質からみ層

18 灰黒色粘質土

19 灰黒色粘質土含硬質からみ層

20 灰黒色木片層

21 黄褐色硬質灰層

22 暗茶褐色粘質土層 （木片 ・ 炭• 砂含）

23 暗茶褐色粘質土層

24 茶色砂層

25 茶褐色粘質土層（木屑片含）

26 明茶褐色粘質土層

第 2図 長登銅山跡大切III②区南壁士層図



以
下
か
ら
、

物
差
、
か
ん
ざ
し
、
鍬
風
炉
、
手
斧
柄
、
把
手
、
馬
形
な
ど
）
や
籠
ぺ
鹿
・
猪
の
骨
、

桃
の
種
、
ひ
ょ
う
た
ん
、
栗
、
ア
ワ
ビ
・
カ
ワ
ニ
ナ
の
殻
な
ど
と
と
も
に
出
土

、
、
、

-
1
一
三
層
は
か
ら
み
の

し
た
。
第
二
図
の
谷
の
堆
積
状
況
を
説
明
す
る
と
、

小
礫
を
多
く
含
み
、
水
成
及
び
人
為
的
な
二
次
堆
積
で
あ
る
。

一
四
層
は
青
灰

て
い
た
。
ニ
ニ
層
以
下
は
茶
褐
色
粘
質
土
で
、
ニ
ニ
ー
ニ
五
層
は
若
干
の
木
屑

や
砂
を
含
み
、
土
師
器
片
を
多
く
出
土
し
た
。
⑱
は
二

0
上
層
の
上
面
か
ら
折

り
重
な
っ
て
検
出
さ
れ
、
こ
の
下
か
ら
⑱
⑲
⑳
が
一
括
出
土
し
た
。
③
⑳
⑳
も

二
0
上
層
出
土
で
あ
る
。
④
⑬
⑭
⑲
⑲
は
、
二

0
下
層
か
ら
の
出
土
で
、
り
が

多
数
の
木
製
品
（
曲
物
、
挽
物
の
皿
、
匙
、
し
ゃ
も
じ
、
箸
、
糸
巻
、

木
簡
は
、

III
②
区
谷
溝
の
標
高
一
七
三

m
以
下
、

一
九
九

0
年
度
の
出
土
遺
物
と
し
て
は
、

III
①
区
（
発
掘
面
積
五
五
‘m)

に
堆

、
、
、

積
す
る
厚
さ
一
・
八

m
弱
の
か
ら
み
及
び
、

III
②
区
（
発
掘
面
積
四
七
‘m)

の
か

、、
ら
み
の
中
か
ら
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
七
箱
分
の
須
恵
器
や
そ
の
二
割
弱
の
土
師
器
、

か
な
め
い
し

塊
状
の
炉
壁
残
片
、
製
塩
土
器
、
数
点
の
緑
釉
陶
器
、
羽
口
、
要
石
、
銅
鉱
石

な
ど
が
あ
る
。
墨
書
土
器
は
、
須
恵
器
杯
蓋
の
つ
ま
み
に
「
銅
」
、

「口
□

福」

―
二
九
頁
第
二
図
一
七
層

箆
描
き
の
「
大
」
が
二
点
出
土
し
て
い
る
。

に

「
生
口
」
「
合
」
「

O
」
と
墨
書
し
た
も
の
の
ほ
か
数
点
が
あ
り
、

出
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
木
工
所
な
ど
の
施
設
が
、
ト
レ
ン
チ
外
の
東
南
方

向
に
所
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
谷
筋
の
溝
に
向
け
て
生
活
廃
品

を
投
棄
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
二

0
層
を
上
下
に
分
断
す
る
ニ
―
層
は
、

、
、
、

加
熱
を
受
け
た
黄
褐
色
砂
灰
の
二
次
堆
積
で
、
か
ら
み
塊
や
石
塊
を
多
く
伴
っ

皿
や
杯
底

土
し
、
⑮
が
一
七
層
下
位
か
ら
出
土
し
た
。
二
〇
層
は
、
灰
黒
色
の
木
屑
層
で
、

東
南
か
ら
西
北
方
向
に
な
だ
ら
か
に
堆
積
し
て
い
て
、
墨
書
の
あ
る
木
簡
の
多

く
は
こ
の
層
か
ら
出
土
し
た
。
木
材
加
工
の
切
端
や
削
屑
も
多
く
出
土
し
、
ト

レ
ン
チ
東
南
部
に
鋸
に
よ
る
切
端
や
手
斧
に
よ
る
削
片
が
集
中
し
て
い
て
、
中

央
か
ら
西
北
部
の
低
い
場
所
に
は
、
舵
に
よ
る
薄
い
削
屑
が
折
り
重
な
っ
て
検

て
い
る
。

も
少
な
い
が
、

「
上
申
」

と
書
い
た
文
書
木
簡
が
溝
状
の
一
八
層
上
位
か
ら
出

造
り
、
こ
れ
を
製
錬
作
業
場
と
し
て
い
て
四
基
の
炉
跡
を
確
認
し
た
。
炉
跡
は
、

炉
底
部
が
遺
存
し
て
い
る
の
み
で
そ
の
形
態
は
定
か
で
な
い
。
こ
の
製
錬
作
業

場
か
ら
東
が
、
急
に
落
ち
込
ん
だ

rn②
区
谷
溝
と
な
り
、
多
数
の
木
製
品

・
木

簡
の
出
土
を
み
た
。

IlI
②
区
は
、

IlI
①
区
か
ら
三
五
度
の
傾
斜
で
下
り
、
製
錬

作
業
面
と
の
落
差
は
ニ
・
五

m
、
地
表
下
四

m
で
谷
底
に
至
っ
た
。
谷
底
の
調

査
面
積
は
僅
か
一
五
面
余
り
で
あ
る
の
で
断
定
は
で
き
な
い
が
、
谷
は
自
然
地

形
に
い
く
ら
か
手
を
加
え
た
も
の
と
推
察
さ
れ
、
幅
一

m
の
溝
が
南
北
に
走
っ

色
粘
質
土
と
黄
色
砂
が
厚
さ
―

Cm

程
度
で
交
互
に
重
な
っ
た
水
成
堆
積
で
あ
る
。

皿
①
区
製
錬
作
業
場
及
び
ト
レ
ン
チ
東
南
方
向
（
第
二
図

、
、
、

左
側
）
か
ら
人
為
的
に
廃
棄
さ
れ
た
か
ら
み
の
埋
土
で
あ
る
が
、

一
五

i
一
九
層
は
、

一
七
層
と
一

九
層
は
ほ
ぼ
同
質
で
識
別
が
き
わ
め
て
困
難
で
あ
り
、
連
続
的
に
短
期
間
で
堆

、
、
、

積
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
も
に
か
ら
み
八

0
%、
粘
質
土

・
砂
二

0
%

、
、
、

程
度
の
割
合
で
、
か
ら
み
の
鉄
分
が
酸
化
し
て
非
常
に
硬
い
層
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
層
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
、
金
属
の
シ
ミ
が
著
し
く
、
墨
痕
の
残
る
も
の
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8
 (4) 

刑
マ
龍
手
出
炭
舟
八
石
大
神
マ
廣
麻
呂
出
炭
四

□

石」

2
7
8
 x
 
3
1
 x
 
1
1
 
0
1
1
 *
 

「
日
置
マ
小
椅
出
口
口
忍
海
マ
志

□

米
出
炭
十
八
石

ロ
ロ
ロ

□

マ
国
足
八
石

口
舟
―
―
一
石
ロ
ロ
ロ

(
2
1
3
 +
 
1
7
0
)
 X
 6
6
 x
 
6
 

0
8
1
 

凡
海
マ
根
万
呂
十
四
石

I
I
…
土
師
大
万
呂
十
二
石

(3) 

根
万
呂
六
石

口
万
呂
六
石
十
―
―
一
日
収
納
和
炭
廿
六
石
I
I

口
万
呂
四
石

③

□

木

床

石

豊
前
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

①

口

人

謹

請

ー

――
□

万
□

木
簡
の
釈
文

・
内
容

七
月
現
在
、
文
字
を
判
読
で
き
る
も
の
四
二
点
、
墨
痕
を
残
す
も
の
約
二

0
点、

木
簡
状
木
片
約
―
二

0
点
（
他
に
未
整
理
の
削
屑
多
数
）
と
な
る
。

(
5
1
1
)
 X
 4
3
 x
 
1
5
 
0
8
1
 

(
2
1
1
)
 X
 2
2
 x
 
3
 

0
8
1
 

大
切

rn②
区
の
谷
筋
上
の
溝
状
遺
構
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
、
一
九
九
一
年

ニ
四
層
上
位
か
ら
出
土
し
た
最
も
古
い
時
期
に
あ
た
る
木
簡
で
あ
る
。

口
・^ーな芯牙
9
月

(19)裏

(18)裏

゜

(26)表

10cm 

ん
侮
2
和

―r
+
B
み

ェ咋入―
rt-み

匹
る

1、

-
\
•
Kる

す了

-r 

大
名
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〗
疇
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口

苓
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ロ
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〖
六
涛

□

芋

□
キ
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芋芋

芋

キ
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汁
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⑪
同
月
十
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日
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十
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「
右
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五

□

錦
織
人
足

(9) 

ロ
ロ

・
ロ
ロ
ロ
ロ

―

―

 〔連ヵ〕

・
「
坂
合
マ

□

―

ー

一

(8) 

・
遺
米
六
斗
―
―
―
升
八
合

(7) 

「
春
米
連
宮
旦
夕
上
米
二
斗
一
升

「
十
二
月
十
九
日
収

(
1
1
2
)
 X
 2
1
 x
 5
 

0
8
1
 

(
1
1
9
)
 X
 2
9
 X
 4
 

0
1
9
 

(
2
5
3
)
 X
 5
3
 x
 5
 

0
1
9
 

(
1
1
4
)
 X
2
7
X
5
 
0
8
1
 

(
1
9
)
 x
(
2
7
6
)
 X
 5
 

0
6
1
 

十
五
日
」2
0
6
 x
 2
9
 X
 5
 

0
1
1
 *
 

n
L
J□ 

•

「

□

ロ

(6) 

〔炭ヵ
〕

・
「口

□

七
石

〔足ヵ〕
口

□

九
石
八
斗 四
人

⑮

口

炭

□

口
□

四
人

和
炭
一
人
」

(
2
8
9
)
 x
 3
7
 x
 5
 

0
1
9
 

(
2
7
3
)
 X
 2
3
 x
 4
 

0
1
9
 

(19) (18) ⑰ ⑯ ⑮ M ⑬ 
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米
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伴
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美
ヵ
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□
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ロ
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く
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＜
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・
「
＜
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直
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・
「
＜
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五
斤
枚
二
」

・
ロ

ロロ
天
平
四
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九
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廿
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0
3
2
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⑳ ⑳ ⑳ 図 ⑰ (21) (2~ 

・
「
＜
連

□

口
舟
七

□

四
ロ
ロ
」

〔
馬
ヵ
〕

・
「
＜
野
身
連
国
持
借
口
野
身
」

•

「
V

I

―

l— 

「

ロ

ロ

[LJ

く
建
マ

一＇

一」

・
「
＜
十
一
月
廿
九
日
」

•

「
V
□

n
l
J

」

・
ロ
ロ
ロ
〔
斤
ヵ
〕

口
六

□

枚
一
」

・
ロ
女
ロ
ロ

.
「＜

□

古
□

月
料
四

nlJ」

・
「
＜
天
平

n
u

L_  ロ
ロ

〔
舟
ヵ
〕

•

「
<
n
L
J

口
一
斤
枚
一
」

•

「
<

・
「
＜
口
冊
□

□

ロ

L— 

・
「
＜
安
曇
石
田
功
外
」

L— 

L_  

1
3
4
 x
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8
 X

4

0

 
3
2
 

1
1
7
 x
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6
 x
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0
3
2
 

(
8
2
)
 X
 2
8
 X
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0
1
9
 

1
4
8
 x
 3
6
 x
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0
3
2
 

1
3
9
 x
(
2
0
)
 X
 7
 

0
3
2
 

1
7
5
 x
 3
5
 x
 8
 

0
3
2
 

1
4
6
 x
 2
6
 x
 8
 

0
3
2
 

年
」
、
四
「
天
平

n
lJ」で
、
銅
の
生
産
が
少
な
く
と
も
和
銅
ー
天
平
期
に

長
登
地
区
は
、
奈
良
時
代
の
採
銅
伝
承
を
も
ち
、
坑
道
跡
や
大
量
の
銅
製
錬

所
在
し
た
か
で
あ
ろ
う
。

(
7
3
)
 X
 2
9
 X
 4
 

0
8
1
 

(
5
0
)
 X
 2
2
 x
 3
 

0
8
1
 

木
簡
は
木
材
加
工
作
業
に
伴
う
木
片

・
木
屑
な
ど
と
と
も
に
、
発
掘
区
の
東

南
か
ら
西
北
方
向
に
投
げ
込
む
状
態
で
、
ま
と
ま
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
木
簡
使

用
期
前
後
に
お
け
る
長
登
銅
山
跡
地
区
の
遺
構
の
配
置
は
、
西
方
の
坑
道
跡
、

大
切

Ill
①
区
の
製
錬
施
設
、

I
区
の
粘
土
採
取
地
な
ど
の
ほ
か
不
明
で
あ
る
が
、

III
②
区
の
す
ぐ
東
南
方
に
木
工
所
的
施
設
が
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
し
か
し

木
簡
の
記
載
内
容
を
み
る
と
、
文
書
・

付
札

・
習
書
を
含
み
な
が
ら
、
炭
の
収

納
（
③
ー
⑱
）
、
銅
塊
の
整
理
・
保
管
（
⑱
1
四
）
、
食
料
の
分
配
（
り
⑬
ー
⑮
）
な

ど
一
部
署
関
係
に
限
定
さ
れ
な
い
か
ら
、
木
簡
は
い
っ
た
ん
他
所
で
使
用
済
と

な
り
、
二
次
的
に
出
土
地
で
投
棄
さ
れ
た
か
、
近
辺
に
諸
所
統
轄
的
な
建
物
が

滓
・
須
恵
器
を
遣
存
す
る
。
木
簡
の
出
土
、
と
く
に
庸
米
・
調
塩
（
⑬
I
⑮
)
の

荷
札
の
発
見
は
、
律
令
国
家
の
銅
生
産
施
設
が
こ
の
山
中
に
存
在
し
、
銅
の
採

掘

・
製
錬
を
行
な
っ
た
こ
と
を
実
証
し
た
。
木
簡
の
す
べ
て
は
、
か
か
る
銅
の

国
家
的
生
産
に
か
か
わ
る
文
字
資
料
で
あ
る
。

〔

銅

四

ヵ

〕

〔

神

ヵ

〕

年
紀
を
記
す
の
は
、
⑬
「
和
□

口
年
」
、
⑭

「口
亀
三
年
」
、
⑮
⑯
「
天
平
四

継
続
し
た
こ
と
を
示
す
。
こ
の
期
間
に
お
け
る
銅
の
国
家
的
需
要
は
、
ま
ず
和

図

□

口
子

⑰

口

加

真

口
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①
は
上
下
端
が
欠
損
し
、
表
面
腐
蝕
が
甚
だ
し
い
が
、
最
大
寸
法
を
も
ち
、

物
品
を
請
求
し
た
上
申
木
簡
゜

〔

（

3
7
5
)

X
 4
5
 x
 10〕゚

⑱
！
⑱
は
、
炭
の
調
達
・
収
納
を
一
日
ご
と
に
記
録
し
た
帳
簿
簡
。
③
の
上

下
二
片
は
直
接
つ
な
が
ら
な
い
が
、
記
載
内
容

・
木
質

・
寸
法
か
ら
同
一
木
簡

と
し
て
よ
い
。
軟
質
の
和
炭
は
硬
質
の
荒
炭
（
あ
る
い
は
炭
）
に
対
し
、

ミ
、
カ
チ
ス
ミ
（
『
和
名
抄
』
）
と
も
よ
む
が
、
鍛
冶
用
だ
け
で
な
く
、
鋳
造
料
に

も
の
で
、

用
い
た
例
も
あ
る
。
遺
跡
の
一
郭
に
焼
炭
所
が
あ
り
、
製
錬
工
程
上
、
大
量
消

費
の
和
炭
を
供
給
し
た
。
③
は
焼
炭
夫
の
人
名
と
日
々
の
進
納
高
を
列
記
し
た

月
別
の
「
和
炭
収
納
帳
」
（
造
石
山
寺
所
な
ど
）
作
成
の
基
礎
資
料
に

あ
た
る
。
④
⑱
も
焼
炭
夫
の
出
炭
高
の
記
録
で
あ
ろ
う
。

な
展
開
と
い
え
る
。

他
に

「
上
申
」

ー
コ
ス

と
記
し
た
文
書
木
簡
が
あ
る

銅
元
年
（
七
0
八
）
以
降
発
行
の
わ
が
国
初
の
統
一
貨
幣
、
和
同
開
称
の
鋳
造
が

挙
げ
ら
れ
る
。
長
門
国
内
の
産
銅
は
、
『
続
日
本
紀
』
文
武
二
年
九
月
条
（
た
だ

し
緑
青
）

・
神
護
景
雲
二
年
三
月
条
や

『
正
倉
院
文
書
』
丹
褒
古
文
書
（
二
五
ー

一
五
五
）
に
記
録
さ
れ
る
が
、

II
長
登
木
簡
II

は
、
そ
の
事
実
を
地
点

・
時
期

・

規
模

・
組
織

・
技
術

・
労
働
力
な
ど
、
広
範
な
分
野
か
ら
補
っ
て
余
り
あ
る
。

東
大
寺
大
仏
鋳
造
の
料
銅
問
題
は
、
こ
う
し
た
産
銅
実
績
を
前
提
と
す
る
新
た

形
状
は
①
な
ど
の
大
型
の
木
簡
が
含
ま
れ
る
ほ
か
、
厚
手
で
上
端
に
切
り
込

み
を
入
れ
た
付
札
木
簡
の
比
率
が
や
や
高
い
（
約
三
八
％
）
。
木
肌
は
黒
く
、
酸

化
銅
分
に
染
ま
り
、

E
D
T
A
試
薬
が
判
読
に
有
効
で
あ
っ
た
。

星
と
個
数
で
あ
ら
わ
す
。
銅
鉱
石
の
採
掘
か
ら
枚
単
位
の
鋳
塊
製
造
ま
で
の

月
以
前
の
事
例
が
塩
•

海
藻
類
・
庸
布
な
ど
の
木
簡
に
も
あ
る
。

⑮
の
ご
と
き
屋
代
郷
の
調
塩
荷
札
は
ひ
ろ
く
謄
炎
す
る
と
こ
ろ
（
乎

城
宮

・
長
屋
王
家
木
簡
に
一
―
点
）
。
こ
の
三
点
は
宮
都
跡
既
出
の
荷
札
と
ま
っ
た

く
同
一
種
類
の
木
簡
で
あ
り
、
律
令
国
家
の
貢
納

•

財
政
シ
ス
テ
ム
解
明
の
た

め
の
新
史
料
と
い
え
る
。

再
配
分
さ
れ
た
か
、
そ
う
で
な
く
貢
進
国
か
ら
長
門
国
府
、
美
祢
郡
家
を
経
由

し
て
直
接
進
納
さ
れ
た
か
。
庸
は
当
国
郡
、
調
は
隣
国
か
ら
を
み
る
と
、
後
者

の
公
算
が
大
き
い
と
思
う
。
斎
宮
や
節
度
使
で
当
国
の
官
物
を
あ
て
、
平
安
初

期
採
銅
官
司
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
鋳
銭
司
に
配
分
す
る
庸
米

・
年
料
物
を
近

隣
諸
国
か
ら
備
進
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
滋
賀
県
鴨
遺
跡
の
若
狭
国
庸
米
木
簡

（
『
木
簡
研
究
』
二
）
な
ど
も
看
過
で
き
な
い
。
な
お
⑮
の
四
月
に
関
し
て
は
、
六

⑱

i
四
は
、
銅
の
製
錬
部
門
の
鋳
工
の
月
単
位
の
功
を
記
し
、
銅
塊
容
器
ご

と
に
整
理
用
に
付
け
ら
れ
た
付
札
。
表
に
鋳
工
名
、
裏
面
に
そ
の
出
来
高
を
重

き
な
い
。

調
庸
物
付
札
の
う
ち
、
⑬
の
渚
鋤
里
は
長
門
国
美
祢
郡
内
、
長
登
銅
山
跡
付

〔
美
ヵ
〕

近
に
比
定
で
き
る
。
⑭
「
ロ
ロ
ロ
」
は
同
郡
美
祢
郷
が
候
補
と
な
る
が
断
定
で

ら
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

銅
生
産
の
官
街
施
設
内
部
に
お
け
る
官
人

・
雑
エ

・
役
夫
へ
の
食
料
の
支
出

や
残
高
計
算
を
書
い
た
の
が
り
⑧
で
、
り
は
午
刻
か
ら
夕
刻
ま
で
の
労
役
一
五

日
分
の
支
給
分
を
意
味
し
よ
う
。
食
料
貢
進
を
示
す
の
が
、
⑬
ー
⑮
の
米
塩
で

あ
り
、
庸
米
は
賦
役
令
の
規
定
に
よ
る
と
、
こ
の
場
合
、
屈
民
の
功
食
に
あ
て

い
っ
た
ん
乎
城
宮
に
貢
進
さ
れ
た
税
物
が
、
長
登
に
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貫
生
産
を
こ
の
遺
跡
で
行
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
後
長
門
国
か
ら
造

東
大
寺
司
に
進
納
し
た
銅
の
重
量
が
、
熟
銅
は
一
枚
平
均
四

0
．
六
斤
、
未
熟

銅
三
五

•
五
斤
、
生
銅
―
―
•

五
斤
で
あ
っ
た
こ
と
（
前
出
丹
褒
古
文
書
）
と
比

⑬
は
銅
の
生
産
高
を
材
を
横
に
用
い
て
並
記
し
た
も
の
で
、
の
ち
上
下
を
割

戟
し
て
物
差
に
再
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
全
長
二
七
六

mm
、
縦
野
線
が
二
二

mm
間
隔
で
―
一
本
描
か
れ
て
い
る
（
物
差
は
も
う
一
点
あ
り
、
罫
線
は
ほ
ぼ
三
―
―
-mm

本
古
文
書
』
五
ー

―
二
五
•
一
八
八
な
ど
）
が
あ
り
、
生
産
過
程
で
銅
成
分
の
回
収

・
再
生
を
図
っ
た
（
中
井
一
夫

・
和
田
幸
「
奈
良

・
東
大
寺
大
仏
殿
廻
廊
西
地
区
」
『
木

簡
研
究
』
―
一
）
。

⑳
は
用
途
不
明
で
、
習
書
木
簡
と
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
上
端
に

「
借
馬
」
な
ら
野
身
連
と
と
も
に
、
遺
存

例
か
ら
も
と
畿
内
在
住
の
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
天
平
五
年
（
七
三
三
）
山
背
国
愛

宕
郡
某
郷
計
帳
に
野
身
連
・
借
馬
が
み
え
る
（
借
馬

・
物
部
借
馬
連
は
讃
岐
国
で
も

知
ら
れ
る
）
。

充）

一
畝
平
均
―
―

1
0斤
代
と
な
る
。

「
洗
銅
」
（
『
大
日

釈
読
に
あ
た
っ
て
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
寺
崎
保
広
•
森
公
章
両
氏
お

よ
び
佐
藤
信
氏
の
ご
援
助
・
ご
助
力
を
え
た
。

ウ
ジ
名
か
動
詞
的
か
判
読
が
困
難
。

(
1
ー
7

池
田
善
文
、

8

八
木

切
り
込
み
が
あ
り
、
使
用
済
の
付
札
を
利
用
し
た
こ
と
に
な
る
。

「
借
口
」
は

し
こ
の
場
合
単
位
は
斗
升
で
あ
る
‘°

⑫
の
「
洗
」
は
こ
の
洗
銅
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ

間
隔
）
。

銅
に
は
上
記
熟
銅
以
下
と
は
別
に
「
洗
収
土
交
銅
」

較
さ
れ
る
。
東
大
寺
大
仏
鋳
造
関
係
木
簡
で
は
、

紀
末
ー
一
七
世
紀
後
半
の
集
落

四
世
紀
！
一
五
世
紀
・
一
六
世

km
に
及
ぶ
。

調
査
の
結
果
、

は
四

0
m
、
東
西
の
長
さ
は

う
も
の
で
、
調
査
区
の
南
北
幅

号
高
松
東
バ
イ
バ
ス
建
設
に
伴

本
遺
跡
の
調
査
は
国
道

高
は
一

0
m
前
後
を
測
る
。

東
山
崎

•

水
田
遺
跡
は
、
高
松
市
街
地
の
東
方
約
五

k
m、
高
松
平
野
の
東
部

に
位
置
し
て
い
る
。
遺
跡
の
標

7
 
6
 
5
 
調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

友
子
・
蔵
本
晋
司

集
落
跡
・
水
田
跡

一
四
ー
一
八
世
紀

遺
跡
及
び
木
簡
出
士
遺
構
の
概
要

4
 

広
瀬
常
雄
・
広
瀬
圃
樹
・
牧
野
啓
造
・
植
松
邦
浩
•
森
下

3

発
掘
機
関
帥
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
七
ン
タ
ー

2

調
査
期
間

1

所
在
地

一
九
八
九
年
（
乎
1
)

香
川
県
高
松
市
東
山
崎
町

ひ
が
し
や
ま
ざ
き

香
川
東
山
崎

・

-
0月
1
一
九
九

0
年
三
月

み

ず

た

水
田
遺
跡
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